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（別紙） 研究実績報告 
 
 フィリピンのピナツボ火山や日本の岩手山では、浅部地震活動の活発化や地殻活動と同

期して、深部低周波地震活動が活発化した。これらのことから、深部低周波地震は噴火や

火山浅部の活動と関連があり、火山活動の評価に繋がるものと考えられてきた。 
 富士山は1707年の宝永噴火以後300年間噴火をしていないが、2000年9－12月と2001年4
－5月には観測史上最大の低周波地震活動があり、この期間の低周波地震発生数は通常の10
倍程度に達した。富士山の低周波地震活動の変化を受け、2002年9月から2005年4月に掛け
て臨時観測点28ヶ所、定常観測点138ヶ所の計166ヶ所からなる稠密地震観測が実施された。
この稠密観測の目的は１）高精度の震源決定、２）富士山周辺の3次元速度構造の解明、３）
富士山周辺で発生する低周波地震メカニズムの解明の３つであった。このうち、１）、２）

についてはNakamiti et al. (2007)により、3次元速度トモグラフィー結果と再決定された震
源分布が公表されたが、目的の３）については、稠密観測期間中に顕著な低周波地震の活

動がなかったこともあり、十分な成果が得られていなかった。 
 本共同研究では、稠密観測中に得られたデータおよび稠密観測終了後に残された観測網

によって得られているデータを精査することにより、規模の小さい低周波地震イベントま

でも検出し、それらを解析することによって低周波地震のメカニズム解明に迫ることを目

的とした。 
 研究期間中に（１）トリガー記録中からの低周波地震抽出と（２）気象庁の震源リスト

に記載されたM0.8以上の低周波イベント34個について、連続記録から低周波地震の抽出を
行い、バックアップ用HDDに保存した。また、その中のやや振幅の大きな2003年9月と2006
年4月のイベントについて波形の比較を行ったところ、振幅の違いにかかわらず波形の相似
性が高いことがわかった。 
 速度や密度の不均質構造の影響を受けにくい周期数秒より長い成分が十分な振幅で含ま

れていないと波形のインバージョン法を適用することは難しいことから、長周期成分を含

むイベントの検出も行った。研究期間中に見つかった事例は、明瞭な周期3秒程度の成分を
含む2003年9月のイベントのみであった。2003年9月と2006年4月の低周波地震の波形は短
周期成分を見ると非常に良く似ているが、前者には長周期成分が含まれ、後者には含まれ

ていない。これは、長周期成分と短周期成分を発生させる震源機構が必ずしも同じでない

ことを示す。富士山で発生する低周波地震メカニズムの解明に向けて、低周波地震イベン

ト、特に長周期成分を含むイベントの検索を今後も継続する予定である。 


